
（一社）四国サッカー協会　公式記録用紙録
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№ 得点経過　記録例　～：ドリブル　→：ゴロパス　↑：浮き球パス　×：混戦　Ｓ：シュート　Ｈ：ヘディング
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※出場欄　○：先発出場　　△：交代出場　　空欄：試合登録して出場なし

大会名【　SKFA　2024フジパンCUP　第7回 四国U-12サッカー大会　決勝　】
日　　時 2024年9月8日(日) 14:00 試合形式 40分　延長10分　ＰＫ方式 会場名 徳島市球技場　第一
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運営責任者 森　誠二 副審 芝 良

天　　候 晴 気温 33.6℃ 湿度 40%

第４審判員 鹿耳　正剛

表面

稲田　茂
500 人

主　　審 青井　康祐 副審 水谷　正紀 記録担当 奈良　隆之
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岡崎　煌河 藤本　勇斗

久保　旭陽 山内　奎次郎

三浦　左近 楠本　崇人

斉藤　和 篠原　成翔

三谷　夢 北風　翔陸

原岡　蓮斗 河崎　裕護

福田　宗史 岡　潤汰

涔口　燎 中村　璃空

堀川　諒多 西尾　昭人

福家　聡太 杉本　琥珀

香川　颯志 大橋　敬

細井　佑真 栗原　冬慎

古谷　春満 松下　結飛

警告・退場 監督 監督 警告・退場

鎌田　正宗 池内　明希

濱本　星良 西田　歩

笹尾　健人 正岡　直也
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時間・警／退 氏名 事由 村松　圭吾 平家　英紀 事由
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（オフサイド）
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得点時間 得点チーム 得点者 アシスト

20+2分 ＤＥＳＡＦＩＯ　ＣＬＵＢ　ＤＥ　ＦＵＴＢＯＬ 細井　佑真 ～

ＰＫ

22分 ＤＥＳＡＦＩＯ　ＣＬＵＢ　ＤＥ　ＦＵＴＢＯＬ 三浦　左近 S

20+3分 ＤＥＳＡＦＩＯ　ＣＬＵＢ　ＤＥ　ＦＵＴＢＯＬ 福田　宗史

25分 ＤＥＳＡＦＩＯ　ＣＬＵＢ　ＤＥ　ＦＵＴＢＯＬ 福田　宗史 S

31分 ＤＥＳＡＦＩＯ　ＣＬＵＢ　ＤＥ　ＦＵＴＢＯＬ 涔口　燎 S

40+2分 ＤＥＳＡＦＩＯ　ＣＬＵＢ　ＤＥ　ＦＵＴＢＯＬ 細井　佑真 S

↑ S

二度目の優勝を狙うDESAFIOに対し初優勝を狙うreverseが積極的にゴールを狙う。開始早々サイドからの攻撃でシュートを放つと、その後もディフェンスラインから丁寧に組み立てシュート
チャンスを伺う。DESAFIOは前線からのタイトな守備と奪った後の素早い攻撃でチャンスを伺う。それぞれのチームの特徴を生かし攻撃を仕掛けるが、お互いディフェンス陣も踏ん張りをみせ
決定的なシュートまでは持ち込めない。クーリングブレイク明けのreverseのエリア内のシュートチャンスもGKのファインセーブでゴールとはならず。そのままハーフタイムを迎えるかと思ったが
20+2分DESAFIOが先制に成功する。相手ディフェンスのビルドアップを高い位置で奪い9番細井君がそのまま左足で流し込む。さらに直後20+3分には左サイドをえぐった11番涔口君の折り返
しを10番福田君が押し込み一気に2点差として前半を折り返す。後半も前半の勢いそのままにDESAFIOの追加点が決まる。22分左サイドの6番三浦君がクロス気味に入れたボールがそのま
まゴールに吸い込まれ3点差となる。諦めないreverseは直後24分にエリア内でGKと1対1の決定機を作るがGKのファインセーブに阻まれゴールとはならない。その反撃となったDESAFIO10番
福田君のロングシュートが決まり4点目が記録される。止まらないDESAFIOは組織だった守備で相手の前進を許さず、31分には高い位置で奪った涔口君がDFを1人かわし豪快にけりこみ5点
目を奪う。40+2分にも高い位置で奪った9番細井君がミドルシュートを決め決定的な6点目を奪う。reverseは40+4分に意地の1点を返す。6番楠本君がクロスから豪快なジャンピングボレーを
決めゴールを記録する。試合はそのままタイムアップとなり6対1でDESAFIOが2度目の優勝を勝ち取った。

40+4分 ＦＣ　ｒｅｖｅｒｓｅ　Ｊｒ 楠本　崇人 3
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戦評者氏名 【 　木内　俊輔　　 】

7 8 9 10 11 12ＰＫ戦の経過 1 2 3 4 5 6

勤務先又は所属　【 一社 徳島県サッカー協会四種委員会 】


